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表2 越冬前生育状決 (1976123)
1ま え が き

現在,青森県のなたねの品種の主力は トワグナタネ2)で

ある。この品種は従来の青森 1号に比べて長稗であるが倒

伏しにくく,耐寒雪性や収量性において優れている。しか

も黒斑病に極めて強いため同病の被害による収量の年次変

動が少ない等の優れた特性を有している。

しかし,こ れまでトワダナタネの特性を生かした栽培技

術が確立されていない。本試験では トワダナタネによって

なたねの極多収を得ようとして,然種期及び栽植密度につ

いて越冬性及び収量の両面から検討してみたのでその結果

を報告する。

2試 験 方 法

試験 (播種 )年次 :1976年

耕種方法 :

1)栽植方法 :畦 幅7吐z株 間 10m, 2条植

2)施肥量 (%):N08(基 )+04(追 ),P20512,

K2008, 堆月巴150,消石灰 10,P吸 5%相当の熔燐施用。

試験区の構成(表 1):

表 1 試験区の構成
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100A+70B+500+30D+10E

奏輌に中助合●.

丈,葉数,根太は漸減しているが,葉柄や根の新鮮重・乾

物重は激減する傾向がみられている。

趣冬前の生育状態を観察してみて特徴的なのは,は種期

が早いと葉柄及び中肋の発達が著 しいことである。これは

表 2の データからも裏付けられている。すなわち,8月 30

日播きでは,葉柄の新鮮重が葉身のそれよりも大きいが,

それ以降播種した場合はこの関係が逆転 し, しかも遅播き

程その相対的比率が除々に減少 し,最晩播の9月 30日播き

では,葉柄重が葉身重の%程度となっていることなどに示

されている。次になたねの越冬の良否に密接な関係がある

といわれている植物体の乾物重1)についてみると,9月 10

日までに播種 した場合にl■ ば 5夕 以上となったが,そ れ以

降に播いた場合は 1′ 程度と非常に少なかった。

寒雪害の被害状況 : 越冬率,寒雪害の被害度調査結果を

表 3に示した。なお寒雪害の被害度は次式によって算出した。
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1株本数は多めに播種し2回にわたって間引して整えた。

試験規模 :1区 168イ, 3区制

6試 験 結 果

越冬前の生育状況 : 表2に 越冬前の生育調査結果を示

した。これによると,地上 地下部の生育量とも播種が遅

い程,又 , 1株本数が多い程劣つている。播種期の違いに

よる生育量の減少度合を調査項目男1に 比較 してみると,草

寒雪害の被害度‐

A:全株枯死

C:葉全部枯

調 査 個 体 数

B:葉全部枯・芯の一部枯

D:葉%粘 E:葉
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播種期・一株本数 越 冬 率 寒雪害被害度
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表6 寒雪害の被害状況 (1977418)

表4 越冬前生育 と越冬率及び子実収量との関係

越冬率,寒雪害の被害度ともに播種期に左右され, 9月

20日 までに播種 した場合の越冬率は高く,寒雪害も軽微で

あつたが, 9月 30日 播き処理では越冬率は劣り,寒雪によ

る被害も大きかつた。しかし越冬率,寒雪害被害度と1株

本数の多少 とは関係が認められなかった。

なお,越冬率と越冬前の諸要因との関係について検討し

てみると,乾物のT/R比 ,新鮮物及び乾物の葉身/葉柄

重豊比と高い負の相関が,又 ,根太との間にも高い■の相

関が認められた。越冬清tの無機成分含有率とは負の相関関

係があり,部位別にみると葉柄の含有率との相関が高い傾

向を示 し,成分別にはP205含有率との相劇が高かった(表

4)。

収量 : 収量は表 5に示 した。子実重は播魯期が早い程

増収 し,8月 30日播きは,最晩播処理の約 2倍の収量が得

られた。子実重について分散分析 した結果では,播種期で

は 1¢ ンペルで有意差があつたが一株本数との間には関係

が認められなかった。

表5 収量調査結果

4 考 察

1976年は根雪期間が87日 と平年より長く,積雪量も多

かつた割合には,寒雪害は全般に軽微であり,越冬前の乾

物重が 1,程度でもかなり高い越冬率を示した。しかし,

厳寒多雪年には夭折多発の可能性があり,越冬前に乾物重

で 5,以上の生育量を確保できない9月 20日 以降の播種は

危険であるものと考えられる。

一方収量面についてみると,本試験での播種期の範囲 内

では播種が早ければ早い程収量増となつている。しかし,

月 10日 以降播種した場合α当り30的 以下とやや収量 レベ

ルが低く問題があるところである。
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1)

(相関係数 r)

区 分 越 冬 率 子 実収 量

草 09004**・ |

数 03962***

新
鮮
重

葉 身 NS 08644***

葉 柄 NS 0 8867***

根 NS 08526**中

乾
物
重

葉 身 NS 0,959***

葉 柄 NS 08748*キ *

根 NS 07971ホ**

合 計 IS 08510**4t

根 太 05003* 08741***
L  A  エ ヽ S 07,49摯 **

- 05320* -08658***

ξ柄比 (乾物 ) -06347** -08044***
T/R比 ヽ S 05955 *

T/R比 ( -08766*** NS

葉

身

N ろ) -05646* -07082**
P,0,(タ -06471ホ ホ -08045幸 **

K20 ヽ S NS

葉

柄

N ( -05919* -08538***
P206(%) -06259** -08254*ホ *

K,o (%) -05267* NS

根

N ヽ S -08902***
P20. -05708* -08049**+
K20 (%) ヽ S -06254**

潮
収
燿

N NS 08261*率 *

P205 NS 08523*ⅢⅢ

K20 N.S 0 8462 ⅢⅢ


